
 調査期間・方法

 回収結果

 回答結果

抽出方法

対象者数

調査対象

調査期間

令和６年度人権問題に関する市民意識調査

令和6年5月21日～6月10日

西条市内に在住する18歳以上の住民

2,000人

住民基本台帳より無作為抽出

38.0%

760人

有効回答率

有効回答数

回答方法 郵送及びインターネットを使った回答

問１ あなたの年齢について該当するものを選んでください。



問２ 「広報さいじょう」の人権・同和教育シリーズを読んだことが
ありますか。

問３ 「毎月１０日の人権の日を考えるチラシ」を読んだことがあり
ますか。



問５  《問４で「ア」、「イ」、「ウ」のいずれか答えた方のみ》どのよう
な内容でしたか。
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問４ これまでに、人権・同和教育にかかわる講演会、研修会、懇談
会などに参加したことがありますか。



問６ 《問４で「エ」と答えた方のみ》 参加したことがない理由は何
ですか。
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問７ 人権にかかわる問題として、あなたが特に関心のあるものを
4つまで選んでください。
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問８  「西条市人権文化のまちづくり条例」や「西条市人権文化の
まちづくり基本計画」を制定していることを知っていますか。

問９ 過去５年間であなたの身近で次のような人権侵害を見聞き
したことはありますか。
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問１０ 性的少数者（ＬＧＢＴなど）という言葉を知っていますか。

問１１ パートナーシップ制度（互いを人生のパートナーであると宣誓した同性
カップルを自治体が婚姻に相当する関係と認め証明書を発行する制度）
を知っていますか。

 



問１２  家族、友人、知人から性的少数者（ＬＧＢＴなど）だと打ち明けられたらど
うしますか。

問１３ 次の法律を知っていますか。知っているものをすべてお選び
ください。
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問１４ 部落問題（同和問題）について初めて知ったきっかけは何ですか。

 ア 家族 185人 24%

 イ 近所の人 57人 8%

 ウ 小学校の授業 289人 38%

 エ 中学校の授業 58人 8%

 オ 高校の授業 10人 1%

 カ 大学の授業 3人 0%

 キ 学校の友達 14人 2%

 ク 職場の研修 17人 2%

 ケ 同和教育の集会や研修会 37人 5%

 コ テレビや新聞などのマスコミ情報 19人 3%

 サ インターネット・SNS 1人 0%

 シ 部落問題にかかわる出来事があった 5人 1%

 ス 覚えていない 31人 4%

 セ 部落問題を知らない 16人 2%

 　 その他 10人 1%

 　 未回答 8人 1%



問１５ 被差別部落は、江戸時代の身分制度のもとで確立し、政治的・人為的に
つくられたものであることを知っていますか。

問１６ 京都龍安寺石庭などの造園技術、皮なめしや和太鼓づくりの技術、能・
狂言・歌舞伎などの芸能は、差別されていた人々が築き継承してきた伝
統文化であることを知っていますか。

 



問１７  部落問題（同和問題）は今も残っていると思いますか。

問１８ ≪問17で「ア」と答えた方のみ≫ 部落問題（同和問題）は、
特に、どんなところに残っていると思いますか。
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問１９  部落問題（同和問題）が残っていることをどう思いますか。

問２０ 被差別部落出身の人たちに対する差別的な言動や落書き、インターネッ
ト上の差別書き込みや動画などを見聞きしたことがありますか。

 



問２１ ≪問20で「ア」と答えた方のみ≫ 見聞きした内容をお答え
ください。
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問２２ ≪問20で「ア」と答えた方のみ≫ そのときに、どうされまし
たか。（複数回答可）
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 カ 弁護士に相談した

 キ 何もしなかった

 その他

 未回答

 ア 差別であることを指摘した

 イ 身近な人に相談した

 ウ 法務局・人権擁護委員に相談した

 エ 法務局・人権擁護委員以外の公的機関

（隣保館・市役所等）に相談した

 オ 人権擁護活動を行っている

民間団体に相談した



問２３ あなたのお子さんの交際や結婚したい相手が被差別部落出身だとわ
かった場合、あなたは、どのような態度をとると思いますか。＊お子さ
んがいない場合は、いると仮定して答えてください

問２４ ≪問23で「イ」と答えた方のみ≫ 反対したあとどのような対応をとると
思いますか。



問２５ 家を購入したり、マンションを借りたりするなど、住宅を選ぶときに、価
格や立地条件などが希望通りであっても、被差別部落の地域内の物件
の場合、避けることがあると思いますか。

問２６ 次の施策や対応のうち、部落問題を解決するため、あなたが
必要だと思うものを選んでください。
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 ア 差別を法律で禁止する

 イ 戸籍制度を見直す、または廃止する

 ク 行政だけでなく、民間の人権団体も課題解決に

取り組む

 ケ マスメディア（テレビや新聞）がもっと問題を

取り上げる

 その他

 未回答

 ウ 相談体制の充実を図る

 エ 被害者の救済を図る

 オ 学校教育・社会教育を通じて、差別意識をなくし、

人権を大切にする教育・啓発活動を積極的に行う

 カ 職場や地域社会でみんなが話し合えるような

環境をつくる

 キ 差別の現実や差別の不条理（道理に合わないこと）を

もっと強く社会に発信する

  

  

  

  

  

 

 



問２７ あなたは部落問題についての研修や学習をどう思います
か。
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 ア 部落問題を学習することは、自分自身の人権意識を

高めるうえで必要だと思う

 イ 部落問題を学習することは、あらゆる差別をなくする

ことにつながるので必要だと思う

 ウ 部落問題の学習より、女性、子ども、障がい者、高齢者

など、他の人権問題を学習する必要があると思う

 エ 部落問題を学習する必要はないと思う

 オ 部落問題をよく知らないのでわからない

 その他

 未回答

問２８ あなたの家庭では、身元調査おことわり運動のステッカーを貼っていま
すか。



問２９ 人権啓発にはどのような媒体が効果的と思いますか。
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問３０ あなたの人権意識は以前と比べ高まりましたか。

 



問３１ ≪問30で「ア」と答えた方のみ≫ 高まったのは、どのような
時ですか。
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